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未
就
学
児
の
子
育
て
を
行
っ

て
い
る
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、「
子
育
て
お
う
え
ん
券
」
を

交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者　
４
月
１
日
現
在
、

飯
山
市
に
居
住
し
、
年
齢
５
歳

以
下
の
乳
幼
児
の
保
護
者
。

交
付
の
内
容　
５
歳
以
下
の
乳

幼
児
の
人
数
×
４
万
円
分
の
子

育
て
お
う
え
ん
券

利
用
可
能
期
間

　

平
成
18
年
７
月
１
日
～
平
成

19
年
１
月
31
日

使
用
で
き
る
お
店　
飯
山
商
工

会
議
所
加
盟
店
か
ら
募
集
し
、

登
録
さ
れ
た
事
業
者
。

交
付
の
手
続
き　

①
６
月
上

旬
、
交
付
対
象
者
に
「
子
育
て

お
う
え
ん
券
申
請
書
」
を
郵
送

②
６
月
下
旬
、
児
童
手
当
・
福

祉
医
療
費
特
別
給
付
金
の
支
給

申
請
に
併
せ
市
役
所
に
お
い
で

い
た
だ
き
、「
子
育
て
お
う
え
ん

券
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
交
付
対
象
者
に

郵
送
す
る
ご
案
内
の
中
に
記
載

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
振
興
係

（
☎
�
３
１
１
１
内
線
３
９
１
）

未
就
学
児
の
子
育
て
を
応
援
！

「
子
育
て
お
う
え
ん
券
」の
ご
案
内

　

児
童
手
当
は
小
学
校
修
了
前

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、

所
得
が
一
定
額
未
満
（
所
得
制

限
限
度
額
表
参
照
）
の
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
支
給
対
象
児
童

は
昨
年
度
ま
で
は
小
学
校
３
年

生
ま
で
で
し
た
が
、
平
成
18
年

度
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
小
学

校
６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、

併
せ
て
所
得
制
限
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

17 年中の扶
養親族等の数

児童手当 特例給付
国民年金
加入者等

厚生年金 ･
共済等加入者

所得額 所得額
0 460.0 532.0
1 498.0 570.0
2 536.0 608.0
3 574.0 646.0
4 612.0 684.0
5 650.0 722.0

17年中の所得制限限度額（単位：万円）

受
給
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す

■
６
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が

い
て
現
在
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
な
い
保
護
者

　

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

次
の
と
お
り
手
続
き
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、該
当
す
る
方
は

左
記「
児
童
手
当
の
手
続
き
に

必
要
な
も
の
」
を
お
持
ち
の
上
、

申
請
手
続
き
に
お
いで
く
だ
さい
。

受
付
日
時 

５
月
23
日
㈫ 

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

受
付
会
場

市
役
所
４
階 

第
２
委
員
会
室

※
都
合
がつ
か
な
い
場
合
は
５
月

31
日
ま
で
に
、教
育
委
員
会
子

ど
も
課
子
育
て
支
援
係（
市
役

所
１
階
）で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
保
護
者

　

現
況
届
け
が
必
要
で
す
。
６

月
に
年
に
一
度
の
新
た
な
所
得

や
家
族
の
状
況
を
確
認
す
る
た

め
の
現
況
届
け
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
対
象
と
な
る
方

に
は
後
日
、
手
続
き
の
日
程
等

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
、

  

転
入
し
た
方
は
申
請
手
続
き
を

　

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
、

転
入
し
た
方
な
ど
は
、
特
に
早

め
の
申
請
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　
こ
の
場
合
の
児
童
手
当
は
申

請
し
た
日
の
翌
月
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は

「
児
童
手
当
の
手
続
き
に
必
要

な
も
の
」（
上
記
参
照
）
を
お

持
ち
の
上
、
早
め
に
子
ど
も
課

子
育
て
支
援
係
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

支
給
対
象
児
童
の
条
件
が
拡
大

児
童
手
当
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
ご
家
庭
に
、
小
学
校

４・５・６
年
生
が
い
る
場
合
は
、

今
年
度
の
か
ら
の
条
件
の
拡
大

に
よ
り
、
そ
の
お
子
さ
ん
も
支

給
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
現

況
届
け
の
手
続
き
の
際
に
一
緒

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
が
平
成

26
年
度
末
を
め
ど
に
開
業
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
山
市
で
は
権
利
者
の
皆

さ
ん
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
駅
周
辺
地
区
の
整
備
手

法
・
整
備
範
囲
等
に
つ
い
て
約

７
年
に
わ
た
り
検
討
し
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
16
年
５
月
に
権

利
者
会
総
会
に
お
い
て
整
備
手

法
を
市
施
行
の
区
画
整
理
事
業

と
し
、
整
備
範
囲
を
７・６
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
決
議
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
Ｊ
Ｒ
飯
山
駅
を
新
幹
線

駅
に
移
設
統
合
す
る
こ
と
と
な

り
、
土
地
区
画

整
理
事
業
の
範

囲
は
現
飯
山
駅

を
含
め
た
７・
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な

り
ま
し
た
。

　

飯
山
市
が
土

地
区
画
整
理
事

業
を
施
行
す
る

場
合
、
事
業
計

画
を
定
め
、
そ
の

概
要
に
つ
い
て
長

野
県
知
事
の
認

可
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
そ
の
認

可
が
、
３

月
31
日
付

け
で
さ
れ
、

事
業
計
画

決
定
を
４
月
３
日
付
け
で

公
告
し
ま
し
た
。
事
業
計

画
書
は
市
役
所
２
階
新

幹
線
駅
周
辺
整
備
室
で

縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
い
よ
い
よ
新
幹
線
開
業

に
向
け
て
、
土
地
区
画
整

理
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

権
利
者
の
皆
さ
ん
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
得
な
が
ら
事
業

事業計画の内容
●土地区画整理事業の名称
飯山市都市計画事業新幹線飯山駅周辺土地区画整理事
業
●施行者　飯山市
●施行地区　飯山市南町、大字飯山字新町裏、字蓮田、
字立石、字土橋、字舛ノ浦の各一部
●施行期間　
平成 18 年 4 月3日から平成 27 年 3 月31日
●事業計画書縦覧期間　平成 18 年 4 月 3 日から換地
処分公告の日まで（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）、
午前 8 時 30 分から午後 5 時まで

　新幹線情報
土
地
区
画
整
理
事
業
は
実
施
段
階
へ

飯
山
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
が
決
定

　

新
幹
線
飯
山
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
情
報
を
発
信
、
収
集
で
き

る
場
所
と
し
て
、
ま
た
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
権
利
者
や
市
民
と
協

働
で
進
め
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
話
し
合
い
、
相
談
し
、
学
習・

交
流
で
き
る
場
所
と
し
て
、
昨
年
秋

ご
ろ
か
ら
準
備
し
て
き
ま
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
会
所
」
が
、
い
よ
い
よ
開

設
さ
れ
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
会
所
で
は
、
北
陸
新

幹
線
飯
山
駅
周
辺
都
市
空
間
デ
ザ

イ
ン
会
議
や
関
係
団
体
で
検
討
し
て

い
る
模
型
や
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
り

と
、
広
く
新
幹
線
や
ま
ち
づ
く
り
の

情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

新
幹
線
駅
周
辺
整
備
室
の
現
地
事

務
所
と
し
て
の
機
能
も
持
ち
合
わ
せ

て
い
ま
す
。

　

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
、
住
民

有
志
や
各
種
団
体
の
会
合
・
イ
ベ
ン

ト
等
に
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

開
所
日
時　

当
面
毎
週
火
曜
日
・

木
曜
日
の
午
前
９
時
～
12
時

　
こ
の
他
の
期
間
に
も
希
望･

必
要

に
応
じ
て
、
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
会
所 

☎ 

�
１
９
９
１
）

★
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
★

　
ま
ち
づ
く
り
会
所
の
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法　

愛
称･

住
所･

氏
名

･

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
新
幹
線

駅
周
辺
整
備
室
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
等
は
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　
５
月
１
日
㈪
か
ら
５

月
31
日
㈬
ま
で

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
役
所
新
幹
線
駅
周
辺
整
備
室

（
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
２
４
２
、２
４
３
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

駅
周
辺
整
備
関
係
の
情
報
収
集
、発
信
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

『
ま
ち
づ
く
り
会
所
』が
５
月
23
日
に
オ
ー
プ
ン
！

飯山駅

★

観光案内処 まちづくり会所

を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★児童手当の手続きに必要なもの
◇印かん
◇請求者の保険証の写し
◇請求者名義の振込口座の控え
◇転入者は前住所地の市区町村
発行の所得証明書

（1月１日に飯山市に住所が無
かった方）

支　
給　
額

子
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３
）

　

支
給
額
は
第
１
子
、
２
子
が

月
額
５
０
０
０
円
、
第
３
子
以

降
は
月
額
１
万
円

長野県政  出前講座
～お話しします　長野県政～

　長野県は、県職員が皆さんの地域にお伺いし、
施策の説明や意見交換をする「長野県政出前講
座」を行っています。県内はいつでもどこでも昼夜
休日を問わず、県職員がお邪魔しご説明します。
●方法　県職員が皆さんの集会に出向きます。
時間はおおむね２時間程度、ただし皆さんのご希
望に合わせて調整いたします。
●内容　テーマについての説明と意見交換をし
ます。ご用意した135 のテーマからお好きなテー
マをお選びください。
●目的　これからの県政に生かします。参加者に
はアンケートをお願いしますので、ご協力ください。
●経費　県職員の派遣・配布資料作成に関する
費用は一切不要です。会場設営の経費、有料の
資料を使用する場合の購入代金は注文者の負
担となります。
●お問い合わせ　
　長野県企画局信州コールセンターチーム
　☎ 026（235）7110　

↑
市
報
２
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
て

あ
り
ま
す
が
、
新
幹
線
飯
山
ト
ン
ネ

ル
か
ら
長
峰
ト
ン
ネ
ル
ま
で
の
上
倉

区
側
の
明
か
り
部
分
の
工
事
に
着
手

し
ま
す
。（
こ
の
図
面
は
「
独
立
行

政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
」
が
作
成
し
た
も
の
で
あ

り
、
上
倉
区
を
通
過
す
る
新
幹
線
高

架
橋
（
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
）
の
イ

メ
ー
ジ
を
お
伝
え
す
る
も
の
で
実
際

と
は
異
な
り
ま
す
。）

長峰丘陵

西まわり線

至 

上
越

上倉区コミュニ
ティーセンター

WC

斑尾線


